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●令和５年度予算の重点施策（一部） 

【区民の命と安全・安心を守る取組】 

新型コロナウイルス感染症対策（26 億5,894 万円） 

◇  新型コロナウイルス感染症対策として、国の動向を踏まえつつ、関係機関と連携した医

療提供体制を維持するとともに、万全なワクチン接種体制を整備するなど、今後も柔軟か

つ迅速に対応していきます。 

災害対策の強化・充実（9,735 万円） 

◇  災害時の被害を軽減するため、延焼の遅延に効果があるオープンスペース「防災スポッ

ト」を新たに３か所整備するとともに、現在区内８か所に整備している枯渇しない消火用

水として活用できる「永久水利」の整備拡充に向けて検討を進めます。 

【にぎわいあふれるまちづくり】 

豊かな心を育む読書のまちづくりのさらなる推進 

（1 億4,542 万円） 

◇  ４月１日に施行した「荒川区豊かな心を育む読書のまちづ

くり条例」の趣旨を踏まえ、事業者・団体が一緒に読書を応援

する「（仮称）読書パートナー制度」の導入等、地域が一体と

なって、あらゆる世代が生涯にわたり豊かな心を育む読書の

まちづくりを推進します。 

あらかわ遊園スポーツハウスのリニューアル（5,832 万円） 

◇  幅広い世代が安全で快適に利用できるスポーツ施設を目指し、バリアフリー化や親子で

遊べるスペースの新設等の機能充実に向けて、基本設計・実施設計に着手します。 

春の陽気に包まれて、新年度がスタートいたしました。進学や就職等によ

り、期待に胸をふくらませて新生活のスタートを切った方も多いものと思い

ます。 

区の令和５年度の一般会計予算額は約1,134 億円となりました。 

コロナ禍の長期化に加え、物価高騰の影響が続く中にあっても、最も身近

な基礎自治体として、区民の皆様一人ひとりに寄り添う温かい行政を目指

し、明るい未来に向かって着実に歩みを進めてまいりたいという思いを込め

て、『一人ひとりに寄り添い、明るい未来へ歩みを進める予算』と位置づけ編

成したものです。本年度も、区民サービスの更なる充実に向けて、全力で取

り組んでまいりますので、ご支援とご協力をお願い申し上げます。 
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【地域福祉の向上に向けた取組】 

在宅高齢者に向けたきめ細やかな支援の拡充（7,236 万円） 

◇  在宅での高齢者の自立した生活を支援するため、シルバーカーやシャワーベンチ等に加

え、新たに浴室用すべり止めマットを福祉用具の給付品目に追加するとともに、補聴器購

入助成事業の対象を非課税者以外の方にも拡大するほか、固定電話を持っていないご家庭

も緊急通報システムを利用できるようにするなど、きめ細やかな支援を実施します。 

荒川たんぽぽセンターの児童発達支援センター化（6,034 万円） 

◇  荒川たんぽぽセンター（心身障害者福祉センター）を地域の障がい児支援拠点施設であ

る「児童発達支援センター」へ移行するため、機能の拡充及び改修工事を行います。また、

切れ目のない相談体制の整備や地域支援の強化として、障がい福祉に関する相談に応じる

相談窓口を開設し、各種サービスの情報提供等を行います。 

【子育て家庭・若者への支援】 

学校給食の無償化・区立幼稚園給食の開始（7 億7,886 万円） 

◇  質の高い学校給食を安定的に提供するとともに、物価高騰等に

よる保護者負担の軽減を図るため、区立全小・中学校で学校給食

の無償化を実施します。また、区立幼稚園で、弁当形式による給

食の提供を開始します。 

医療的ケア児等への支援の実施（9,392 万円） 

◇  集団保育を希望する医療的ケア児を区内保育所等で受け入れることができるよう体制整

備を支援します。また、医療行為が必要な重症心身障がい児者等の自宅へ看護師を派遣し

て不在のご家族の代わりに看護を行う「留守番看護師派遣事業」の対象拡大を継続し、医療

的ケアを日常的に受けている児童とそのご家庭を支援します。 

若者相談支援体制の整備（3,320 万円） 

◇  若者から相談を受け付け、適切な支援機関につなぐ荒川区若者相談「わっか」でLINE を

活用した相談を開始します。また、若者支援に携わる関連部署の連携をより一層充実する

とともに、関係機関・団体と地域ネットワークを構築し、一人ひとりの悩みに寄り添った

若者支援を推進します。 

【脱炭素社会の実現に向けた取組】 

地球温暖化対策の充実（4,454 万円） 

◇  ４月１日に施行した「荒川区地球温暖化対策推進条例」を踏まえ、太陽光発電によるエネ

ルギーの創出等によってエネルギー収支がゼロ以下になる「ZEH」（ゼッチ）住宅への補助

制度の新設や、集合住宅でも導入可能で高い省エネ効果が期待できる高断熱窓への改修費

用の補助制度を拡充し、地球温暖化対策の充実を図ります。 

【地域産業の振興】 

中小企業GX 経営推進支援事業（3,476 万円） 

◇  「経済と環境の好循環」を目指すグリーントランスフォーメーション（GX）につながる

区内中小事業者の設備等の導入経費を補助（補助率・上限：最大2/3・200 万円）し、脱炭

素経営に取り組むことによる競争力強化・コスト低減による経営基盤強化を支援します。 

 


